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アコヤガイの鯨構造

山元憲一I 半田岳志，近藤昌和

Ctenidium structure of the pearl oyster， Piuctαdα fucαtαmαrtensii 
(Pteriidae : Pseudolan叫librar凶 ia: Bivalvia) 

Ken -ichi Y amamoto I， Takeshi Handa and Masakazu Kondo 

Abstract : The structure of the ctenidium of the pearl oyster， Pinctada fucata martensii， was examined with 

corrosion casts and histological sections， and by SEM. Th巴castswere made using the pr巴polymerization

methyl m巴thacrylate(MercoxCレ ZR) containing 10 % Mercox MA. The food groove was formed by the 

ordinary filaments with the extended and deform巴dtip and the primary filaments connecting c10se to the 

center of the supra-branchial chamber side. The rows of ciliary disk run at even intervals and on a para. 

llel with the base line of th巴ctenidium.The inter-Iaminar connecting membrane was constituted of two 

plate-1ike membranes. Th巴innerwalls of the inter-Iaminar connecting membrane were supported in places 

by the trabeculae. The lumen of the mεmbrane connected to the whole junctional region of the primary 

filament vess巴Isand to the several places of th巴inter-Iaminarconnecting vessels. The vess巴1of th巴ordin.

ary filament diverged from the longitudinal vessel passing on the base line of the lamina and branched into 

around the vessels of the ordinary filament. The branched vessels united into one vessel and joined to the 

efferent branchial vessel. The frontal surfaces of the ordinary filament and the primary filament wer巴co苧

V巴redwith the cilium， which were also obsεrved on the abfrontal surfaces of both filaments. The resu1ts 

of histochemical staining suggest巴dthat the mucus in the mucus cell in both surfaces of th巴filamentsprob. 

ably was a sulfuric acid mucopolysaccharide. 
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緒 広コ

軟体動物の二枚貝綱は，鯨の構造から原偲類，弁鰐、類，

隔鯨類に大別され，更に弁鯨類は糸線類，真弁紙類とに分

けられ，さらに糸線類は糸偲類，等糸偲類，擬弁鯨類に，

擬弁書忠類は糸線型，擬弁偲型とに分けられている1)。アコ

ヤガイ，Pinctada fucata martensiiは擬弁鯨類の糸線型の鯨

構造を示すとされている 1)。

アコヤガイの偲構造の概略については，椎野2)が「あ

こゃがい(真珠貝)解剖図」のなかで紹介している。山元

らは，アコヤカ、、イの偲換水に及ぼすオゾン処理海水の影響3)

アコヤガイの鯨換水に及ぼすホルマリンの影響ペアコヤ

ガイの鯨での粒子運搬 5)を明らかにする目的で，鯨葉の

構造について明らかにしている。しかし，これらの報告で

2008年6月23日受付 Received J une 23， 2008. 

は，アコヤガイの鯨での血管系も含めた詳細な全体構造に

ついて示されていない。そこで，著者らは，呼吸・循環な

どに関する研究および増養殖を進める上での基礎的知見を

得る目的で，アコヤガイの偲の立体構造および組織像を，

鯨の鋳型標本および切片標本を作製して明らかにした。

材料および方法

実験には，殻長61.2::!::5.3mm(平均値土標準偏差，以下

向様に表す)のもの430偲体のアコヤガイを用いた。アコ

ヤガイは，対馬の養殖場より入手後，殻の付着物を除いて，

水産大学校の室内の水槽 (2000 に移し，海水を7叩01ν1m凶1討i

注入した状態で飼脊した。

鋳型鋳型の作成は， Handa and Yamamoto6)に準じて，

l 水産大学校生物生産学科 (Departmentof Applied Aquabiology， National Fisheries University) 

t 'ijlj刷り請求先 (correspondingauthor) : yamagenk@fish-u.ac.jp 
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主剤 (MERCOXCL-2 R，応研商事株式会社) 3 ml当り硬

化剤 (MERCOXMA，応、研商事株式会社)約O.lgを混入し

たもの(以降，樹脂と表す)を用いて，山元ら 7，S)に準じ

て次のようにして行った。まず，アコヤガイの殻を除去し

て鯨を露出させ，i慮過海水を満たしたポリエチレン細管

(タ将壬約 1mm，長さ20cm，Hibiki No. 3) を入偲血管に約

10mm挿入し，注射器(5 ml， Top)で樹脂を約1.5mllmin

の速さで総量約 5ml注入した。注入後，細管の端を炎で

あぶって樹脂の逆流を防止し，樹脂を海水中で硬化させ，

20%水酸化ナトリウム水溶液に浸して樹脂の周圏の肉質部

を溶かした後，これを水洗した。

鯨観察 軟体部の観察は，山元ら 7.8)に準じて次のように

して行った。まず，約0.4M/1の塩化マグネシウム水溶液

に1-3時間浸漬しぺ軟体部を伸展させて観察した後，

偲を摘出してDavidsoni夜(エタノール:ホルマリン:7J<.酢

酸:蒸留水=66: 44 : 23 : 67)附で屈定して縮部についても

観察した。同時に，常j去に従って鰐、のパラフィン切片(6 

-10μm) を作成し，アザン染色して艇の組織像を観察し

た。合わせて，主鯨糸および常鯨糸の粘液細胞を観察する

ために 4μmの連続パラフイン切片を作成し，常法11.附

に従ってPAS反応，アルシアン青pH2.5-PAS染色 (AB

pH2.シPAS染色)， AB pH2.5染色， AB pHl.O染色の順に，

あるいはアザン染色， PAS反応，アルシアン青pH2.5染色

(AB pH2.5染色)， AB pHl.O染色の順に 1枚ずつ染色し

て粘液成分の推測を行った。

走査電子顕微鏡での観察は， JSM-下 300(日本電子)を

用いて行った。試料は，切り出した鯨葉を 2%グルタルア

ルデヒドと 2%パラホルムアルデヒドを含む0.2Mカコジ

ル酸緩衝液 (ph7.45) に6時間浸演した後， 0.2Mカコジ

ル酸緩衝液および蒸留水で}IJ買に洗浄し， 1%オスミウム酸

水溶液で l時間協定した。これを，蒸留水で、洗浄してタン

ニン・オスミウム法日)で導電染色し，常法に従って脱水

した後，臨界点乾燥機 (HCP-1 ，日立)で乾燥し，カー

ボン製の両国テープ(日本電子)で資料を固定してイオン

スパタリング装置 OUC-500，日本電子)で白金を 2分間

蒸着させた。

結果および考察

右殻を除去したアコヤガイ (Fig.1 A) の惣は，入水口

と出水口を区切っている綾袋 (PD)のところから唇弁 (LP)

のところまでに半月形を呈して広がっていた (Fig.1 B)。

この様子を足 (FT) を中心として見ると，妓袋 (PD)のと

ころから延びている左鯨葉(1OC.LIC) と右惚葉 (ROC.

RIC) は足のところで左右に分かれ，その先端は左右の唇

弁 (LP)へと速なり，左右の唇弁は中央の口 (OA)へと

速なっている様子が観察された (Figs.1 C， 2 A)。

鯨葉と唇弁の関係を左側の部位で見ると，左内偲 (LIC)

と左外惚 (LOC) は平行して並んで、，それらの先端は左上

唇弁 (LUP) と左下唇弁 (LLP) に挟まれるようにして終

わっており，鯨葉の基底部および食物議 (FG)で運ばれて

きた粒子は唇弁内に渡され，唇弁で口 (OA)へと運ばれ

る5仲間構造となっていた (Fig.2 B. C)。鯨葉の先端(上

唇弁と下唇弁に挟まれて終わる部位， Fig. 2 Cの矢印より

先端の部位)は，主鯨糸 (PF) と常銀糸 (OF) に分かれ

た鯨の基本構造を示さず，一様に常偲糸様の構造を示し，

食物溝 (FG)も未発達であった (Fig.2 C) 0 Wardら附は，

マガキを用いた観察から，鯨葉先端の未発達な部位では答

弁内から食物構に相当する鯨の外縁の上を飽葉の基本的な

構造を示す部位との境に向けて(憾の基本構造を示す部位

の食物溝とは逆向きに)粒子を運んでおり，食物議 (FG)

で運ばれてきた粒子と境のところで一緒にし，これを唇弁

内へ移動させて捕食しているが，過剰に粒子が運ばれてき

た場合には，この境付近で塊を形成し，擬糞として鯨葉の

外に放出すると報告している。

勝葉の基部を見ると，外套膜 (ML) に接している左右

の外際、葉 (OC) の基部にはそれぞれに外惚外葉基底溝

(BTO)が，左右の内線葉(rC) の会合部 (FIC) にはそ

れぞれの基部に内鯨内葉基底溝 (BTr)が，左右の外問、葉

(OC) と内線葉(rC) のそれぞれの会合部には鯨葉基底

溝 (BTL)が観察された (Fig.3)。これら合計6本の溝は，

総葉でi慮過して捕捉して主銀糸の前繊毛で運んできた粒子

を集め，これを繊毛遼動で唇弁へ運ぶ通路であることが知

られている川。

右鯨葉 (RC，Fig. 2 A)と左偲葉 (LC，Fig. 2 A)の境 (FIC)

および外套膜 (ML)と左右の外鯨葉 (OC)の境 (FOC)は，

いず、れも繊維状の組織で、接着された構造となっていた (Fig.3 

C，D)。このような構造は，物理的な影響で外惚葉と外套

膜の間および左右の鰐、葉の問が容易に剥離する原因となっ

ていると考えられる。また，アコヤガイへの挿核時に行う

左右の鯨葉の剥離を容易にしていると考えられる。

食物溝各鯨葉の外縁部を構成している食物溝 (FG，

Fig.4A) は，連続したほほ同じ幅の溝状となっており，

その側壁は常偲糸 (OF) の先端部位では幅が広くて丸く

盛り上がり，主偲糸の先端部付近では幅が狭くなっている

形を繰り返した構造となっていた (Fig.4 B-D)。走査顕
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微鏡像では，食物溝 (FG)は繊毛で覆われ，常鯨糸 (OF)

が伸びて変形した構造を示していた (Fig.5)。食物溝 (FG)

の鋳型標本は，偲葉の外観 (Fig.4 D) とほぼ同じ形を示

しており (Fig.6 A-C)，鰐、葉の外棄と内葉のそれぞれの

常総糸 (OF)の血管は丸く屈曲して外側から食物溝 (FG)

の血管に連絡し，主偲糸 (PF)の血管は食物溝 (FG)の

裏側の中央付近に連絡した構造となっていた (Fig.6 )。

組織像からも，食物溝 (FG)は常鯨糸 (OF)が伸びて変

形した構造を示し，主偲糸 (PF)がその裏側の中央付近

に連絡して下から支えている構造となっている様子が確認

された (Fig.7 )。また，食物溝内には血管 (VFG)が走っ

ており，その血管 (VFG)へは食物溝の外側から各常総

糸内の鼠管 (VOF)が連絡しており，その裏側の中央付

近から主鯨糸内の血管 (VPF)が連絡している様子が確認

された (Fig.7)。食物溝は，腿葉で捕捉し，常銀糸 (OF)

の前繊毛で逮ばれてきた粒子を繊毛運動で唇弁 (LP)へ

運ぶ役割を果たしている 5，14問。山元ら 5)は，アコヤガイ

を用いた観察から，食物溝では常鯨糸の前繊毛で運んでき

た粒子をほぼ90度向きを変えて唇弁へ運んでいるが，荷者

の運ぶ速度はほぼ向じ値を示すことを報告している。これ

らのことから，食物構の繊毛は，常徳糸が{申ぴて変形する

際に，常鰐、糸の前繊毛の配列が向きを90度変えた構造に

なっているのではないかと推測される。

鰐、糸連結盤 常鯨糸 (OF)のそれぞれの関および常総糸と

主総糸 (PF)の聞は，撚糸連結盤 (CD)で悶定されていた

(Figs. 8 -11)。それらを固定している鯨糸連結盤 (CD)の

位置は，鰻葉の基部から食物溝の間をほぼ等間隔に，偲葉

の基部に平行に並んでいる様子が確認された (Fig.8 A B)。

このことから，鰐、葉の成長は，アコヤガイの成長に伴って鯨

葉の基部全体で同時に並行して行われていると考えられる。

銀糸連結盤 (CD)は，常関、糸 (OF)あるいは主総糸 (PF)

の一部が盛り上がった構造となっている様子が走査顕微鏡

像，鋳型襟本および組織像からも確認された (Figs.8 -11)。

偲糸連絡盤 (CD)の内部は，常総糸 (OF)あるいは主鯨

糸 (PF)の血管から枝分かれした富裂状の血管となって

いた (Figs.10，l1)。また，それぞれの鰻糸連結擦 (CD)

は，繊維状構造で悶着されている様子が走査顕微鏡像およ

びキ出制象から確認された (Figs.9， 10)0 Murakami18)は，

ムラサキイガイの鯨葉では鯨糸連結盤のところで剥離する

ことができることを報告している。 Sunilaand Lindstrom問

は，ムラサキイガイを用いた実験で，鰐、糸連結盤は対に

なった繊毛の間をmicrovilliで連結した構造となっており，

銅やカドミニウムのi容液にj受i賞するとmicrovilliのところ

でそれぞれの銀糸連結盤が剥離することを報告している。

アコヤガイでも同様に，観察の際に繰糸を左右に51っ張る

と鯨糸連結盤 (CD)のところで容易に剥離することが可

能であった。

鰻葉関連結膜 内総内葉 (1C1)と内鯨外葉 (1CO)あるい

は外総内葉 (oc1)と外線外葉 (OCO)で対になっている

主銀糸の関は総葉関連結膜(rCM) で連絡されていた

(Fig.12)。この偲葉関連結膜(ICM)は二枚の板状の膜

構造で，膜の伺は主問、糸の血管 (VPF) と連絡した血管と

なっており，所々がサザエ叫やアワピ却の鯨葉と同様に

Trabecula (結締組織繊維柱， TB)で国定した形となって

いた (Fig.12B)。惚上室側から鰐、の基部を見ると，外総

業と内鯨葉の会合部からそれぞれの鯨葉の基部に向かつて

ほぼ等間隔に鯨葉関連絡血管(ICV)が延びている格子状

の構造が観祭された (Fig.13B)。これらの格子状を形成

している鯨葉間連絡血管(ICV)の部位では，鰐、葉関連結

膜 (1CM)は偲葉の内業の主銀糸と外葉の主偲糸の間を食

物溝 (FG) から同血管(rCV) まで三角形を成して全面

に展開し，同血管 (1CV) につながっていた (Figs.13Aa，

b，14A)。従って，自思案の外葉と内葉で図まれた回総腔は，

鯨業関連絡血管 (1CV)の部位毎に鵠業関連結膜(rCM)

で小室に仕切られた形となっていた。しかし，鰹、葉間連絡

血管 (1CV) の間に並んでいる数十本の主総糸に展開して

いる鯨葉関連結膜 (1CM) は，同血管のところまでは延び

ておらず，同血管から離れた位量の主鯨糸になるのに伴っ

て盟くなり，従って各総菜陪連絡血管(rCV)のほぼ中央

に位置する主総糸のものが最も短い構造となっていた

(Fig.13Aa， b， c， 14A)。そこで，惚葉の横断面 (Fig.12C)

をみると，鰻J葉関連結膜 (1CM) は食物溝 (FG)近くで

はそれぞれの主総糸 (PF)毎に内葉 (1C1)と外葉 (1CO)

の間を連絡している (Fig.12Ca)が，食物溝 (FG)から

惚葉関連絡血管(ICV)の方へ進むに従って内葉 (1C1)と

外葉(ICO)の間を連絡しない主総糸 (PF)の数が増えて

ゆく組織像となっていた (Fig.12Cb，c) 0 Dufour and Be 

ninger・22)は，二枚貝類の偲の基本構造を銀糸と鯨葉関連絡

膜の構造の違いからHomorhabdicfilibranch， Heterorhabdic 

filibranch， H巴terorhabdic巴ulamellibranch，H巴terorhabdic

pseudolamellibranchの4つの型に分けている。アコヤガイ

の鯨構造はこれに従うとHeterol喝habdicfilibranchに相当し

ていた。

血管系鋳型標本を見ると，偲葉間連絡痕の血管 (1CMV)

は主偲糸の血管 (VPF) と全面で、繋がった構造を示してい

た (Fig.14B)。そこで，組織像で認められる鯨薬関連結
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膜 (ICM)の血管と主鯨糸の血管 (VPF)が連絡している

様相 (Fig.12B)は，紙業関連結膜 (ICM)と主鯨糸 (PF)

の聞の全面で認められる構造であることが明らかである。

一方，鋳主主標本を見ると，鰐、葉間連結膜の血管(ICMV)

と銀葉関連絡血管(ICV)の間では，所々で連絡している

様子を示していた (Fig.14C)。このことから，鯨葉間違

結膜(ICM) は，惚葉関連絡血管(rCV) とは所々で血管

によって連絡された構造となっていると考えられる。ま

た，鋳型襟本を見ると，自思案関連結膜の血管(rCMV) に

は，樹脂が欠落した小さな点 (TB) が散在していた

(Fig.14B)。これらの点は，組織像 (Fig.12B)で確認さ

れる偲薬関連結膜 (ICM)の問を固着させている結締組織

繊維柱 (TB，Fig.12B)の位置に相当する部位であると考

えられる。

鋳型様本を見ると，入偲静脈 (ABV) は唇弁側の惚葉

の長さの約 1/3のところから簸袋側へ鰐、葉の外葉と内葉

の会合部の外側jを開会合部に平行して走行しており，同血

管からはほぼ等間隔に偲葉関連絡血管(rCV)が内葉と外

葉へ向けて両方へ出て，それぞ、れが内葉の惣葉基部制定れ

る縦走血管 (LBV) と外葉の鯨葉基部を流れる縦走血管

(LBV) に連絡している様子が確認された (Fig.15)。出

総静脈 (EBV)は，入総静脈 (ABV)に平行して走行し，

入総静脈 (ABV) よりも唇弁よりのところから鯨葉の外

へ延びている様子が確認された (Fig.15)。

総葉を外葉と内葉の会合部付近で切開すると，入総静脈

(ABV) と出総静脈 (EBV)が平行して走行し，入銀静

脈 (ABV)からほぼ等間隔に惚葉関連絡血管 (ICV)が出

ている様子や出総静脈 (EBV)へ各鯨糸からの血管が開放

している様子が確認された (Fig.16Da)。また，偲葉関連

絡血管 (ICV)が外葉の総菜基部を流れる縦走血管 (LBV)

に関口し，同縦走血管に各紙糸への血管が開放している様

子が確認された (Fig.16Db，c)。

総葉での血流をその断面像 (Fig.17) をもとに推測する

と次のようになる。血液は，外鯨 (OC) と内鯨 (IC)の

会合部を走る入総静脈 (ABV)から外葉と内葉へ延びる

鯨葉関連絡血管 (ICV) を経て外線外葉縦走血管 (LVB)

と内鯨外葉縦走血管 (LVB)に送られる。前者の血管 (LVB)

からは外鯨外葉の主総糸 (PF)および常総糸 (OF)の血

管へ，後者の血管 (LVB)からは内線外葉の主鯨糸 (PF)

および常鯨糸 (OF) の血管へと送られる (Figs.15，16， 

17)。この時，鋳型標本で主鯨糸の血管 (VPF) と鯨葉関

連絡膜(rCM)の血管が繋がっていることが確認された

(Fig.14B) ことから，一部の血液は主鯨糸の血管から鯨

葉関連結膜 (ICM)の血管へと流入していると考えられる。

また，鯉、葉間連絡血管(ICV)の走っている部位では，鋳

型標本で鯨葉荷連絡血管(ICV) と鯨葉関連結膜(rCM)

の血管が血管で、繋がっていることが確認された (Fig.14C)

ことから，一部の血液は鰐、葉関連絡血管(ICV)から惣葉

関連結膜(ICM)の血管へと流入していると考えられる。

次いで，外鯨および内館、の外棄の常銀糸の血管へ流入した

血液は食物溝内の血管へ流入し，外線および内鯨の外葉の

主惚糸の血管へ流入した血液および総葉関連結膜 (ICM)

の血管へと流入した血液は，一部は食物溝内の血管へ流入

すると考えられる。しかし，鋳型標本で主総糸の血管(VPF)

と鯨葉関連結膜 (ICM)の血管が繋がっていることが確認

された (Fig.14B) ことから，外鰐および内鯨の外葉の主

偲糸の血管へ流入した血液は外線および内偲の内葉の主総

糸の血管へ短絡して流入していることも考えられる。この

ようにして食物溝の血管に集められた血液は，外紙および

内鯨の内葉の常鯨糸の血管，外惚および内総の内葉の主惚

糸の血管および鯨葉関連結膜の血管に流入し，更に鯨薬関

連絡膜の血管の血液は外紙および内鰐、の内葉の主偲糸の血

管を経由して，出総静脈 (EBV)に集められ，自思案の外へ

と流出していると考えられる。このように，血流は常惚糸

の血管内では比較的単純でLあるが，主偲糸および偲葉関連

絡膜の血管内では複雑な経路を示すと考えられる。

惚葉基部を走る縦走血管 (LVB)または出鯨静脈 (EBV)

に速なる主自盟、糸の血管 (VPF)および常鯨糸の血管 (VOF)

を鋳型標本から観察すると，常総糸の血管 (VOF) は偲

葉基部を走る縦走血管から出た後十数本のそれぞれの常鯨

糸の血管へと分岐し，再び一つに纏まって出鋭、静脈へと速

なっていた (Fig.18)。主鯨糸の血管 (VPF) は常鯨糸の

血管よりも囲鯨膝側から惚葉基部を走る縦走血管および出

総静派に連なっていた (Fig.18)。組織像からも，主総糸

の血管 (VPF) と常総糸の血管 (VOF)が交互に鯨葉基

部を走る縦走血管 (LVB)から出て，常銀糸の血管 (VOF)

は十数本の常鯨糸の血管へと分岐していることが観察され

た (Fig.19)。

鰐、糸鯨葉の入水側の表面を走査電子顕微鏡で観察する

と，主偲糸 (PF)および常館、糸 (OF)のいずれも繊毛で

覆われており，所々に粘液細胞が関口 (MC) している様

子が確認された (Fig.20)。しかし， Dufour and Beninger22) 

は，純、葉の出水側(関紙腔f則)にも繊毛が存在しているが，

それらの密度などの様相は二枚貝類の鯨の基本構造の4つ

の型によって異なり，同ーの型でも種類によって異なって

いると報告している。 Heterol・habdicfilibranchの型を示す



アコヤガイの鯨構造 85 

Placopecten magellanicusで、は，主偲!糸では比較的密生して

いたが，常鯨糸ではまばらであると報告されている出。向じ

型を示すアコヤガイでも悶様に，鯨葉の出水側(盟鯨腔側)

を走査電子顕微鏡で観察すると，繊毛は主鰻糸 (Fig.21B)

では比較的密生しているが，常総糸 (Fig.21C)では所々に

点在している様子が確認された。また，鯨糸連結盤では，

繊毛が局部約に密生している様子が確認された (Fig.21A)。

鯨葉の基本構造は，主館、糸 (PF)と数十本の常鯨糸 (OF)

が交互に配列された形となっている様子が確認された

(Fig.22)。主総糸 (PF)および常偲糸 (OF) は入水倶ijの

前面には前繊毛 (FCL) を，側面には側繊毛 (LCL)を備

え(Figs.23 ， 24) ，それぞれの惚糸の入水俣1および出水側(屈

鯨腔側)には粘液細胞 (MC)が散在していた (Figs.22山24)。

ニ枚兵では，主銀糸および常総糸の側繊毛で偲糸聞を通過

する水量を起こして水中に懸濁した粒子を触毛で捕捉し，

主総糸の前繊毛で鯨葉基底溝へ，常総糸の前繊毛で食物溝

へ粒子を粘液に絡めて運び，唇弁を経て捕食していること

が知られている凶。

一方，出水側(間銀腔側)にも粘批細胞が存在すること

は，二枚貝で一般に知られている出。鯨葉の出水側(聞紙

膝側)の繊毛は，各線、糸聞の換水の補助を，あるいは感覚

器官の役目を果たしていると推測されている田)。鯨葉の出

水側(聞紙腔側)の粘液細胞から分泌される粘液は，囲自思

腔側を滑らかにして，あるいは洗浄する役割を果たして，

換水を補助していると推測されている刻。

鯨葉の入水俣IJおよび出水側(囲偲腔側)の粘液細胞 (MC)

は，いずれもPAS 反応で赤紫色に染色され，アルシアン

青pH2.シPAS染色 (ABpH2.5-PAS染色)で青色に染色さ

れている (Fig.22A，B)。これらのことから，鯨葉の入水

側および、出水側(回鯨睦俣ij)のいずれも粘液細胞内の粘液

は酸性ムコ多糖類と判断される。酸性ムコ物質のカルボシ

ル基と硫酸碁の両者を染色するとされるABpH2.5染色で

は，青く染色され (Figs.22C，23C， 24C) ，同物質の硫酸基

のみ染色するとされるABpH1.0染色でも青く染色されて

いる (Figs.22D，23D， 24D)。これらのことから，粘i夜締

胞内の粘液の主成分は硫酸酸性ムコ多糖類を含む物質であ

ると推測した。酸性の粘液は，容易に水和されず表皮から

容易に剥離されないことから，粘性が高く，洗浄効果が良

いとされている却。

要 約

アコヤガイの惚構造を鋳型および切片標本を作成し，走

査電子顕微鏡も利用して明らかにした。食物溝は常偲糸が

伸びて変形し，主偲糸がその裏側の中央付近に連絡した構

造となっていた。鯨糸連結盤は等間隔に鯨葉の基部に平行

に並んでいた。館、葉関連結膜は鯨葉の外葉と内葉の主偲糸

間を連絡するこ枚の板状の膜構造で，その内部は所々が結

締組織繊維柱で罰定され，主総糸の血管と接合部の全面で

連絡されていた。自思葉関連結膜内と惣葉関連絡血管は，

所々で連絡していた。常鯨糸の血管は鰻、葉基部を走る縦走

血管から出た後，十数本の常鯨糸の血管へと分岐し，再び

一つに纏まって出偲静脈へと連なっていた。主総糸および

常鰐、糸の入水側の表面は全面繊毛で覆われ，出水俣ij (囲惚

腔側)にも繊毛が確認された。粘液細胞は両側に確認され，

それらの粘液細胞からの粘液は， PAS， ABpH2.5-PAS， 

ABpH2.5， ABpH1.0染色の結果から硫酸酸性ムコ多糖類を

含む物質であると推測された。
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アコヤガイの偲構造

Fig. 1 . Soft part of the body in the pearl oyster Pinctada jucata martmsii. 10 : inhalent orifice， EO : exhalent 
orifice， ML : mantle， AD : adductor， BY : byssus， LP : labial pulp， SBC : supra-branchial chamber， 
PD : pallial fold， OA : oral aperture， FT : foot， LOC : left outer ctenidium， LIC : left inn巴rctenidium， 
RIC: right inner ctenidium， ROC: right outer ctenidium. Bars= 1 cm. 

87 



88 山元，半田，近藤

Fig. 2. Ctenidium and labial pulp in the pearl oyster. OA : oral aperture， RUP : right upper labial pulp， 
RLP : right lower labial pulp， LLP : left lower labial pulp， LUP : left upp巴rlabial pulp， RC : right 
ctenidium， LC: left ctenidium， LOC: left outer ctenidium， LIC: left inner ctenidium， FG : food 
groove， FOC: fused border of outer laminae of outer ctenidium. Bars= 1 mm. 
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Fig. 6. Corrosion cast of food groove and filaments in the pearl oyster. VFG : vessel of food groove， VPF 
vessel of primary filament， VOF : vessel of ordinary filament. Bars=100 μm. 
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Fig.12. Horizontal section of ctenidium in the pearl oyster. PF: primary filament， OF : ordinary filament， 
ICM : inter-laminar conn巴ctingmembrane， VPF : vessel of primary filament， VOF: vessel of ordin 
ary filament， TB : trabecular. Bar in A = 1 cm， bars in B and C= 100 μm. B and C : Azan staining 
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Fig.14. Corrosion cast of inter一laminarconnecting membrane and primary filament in the pearl oyster 
ICMV: vessel of inter-laminar connecting membrane. TB : trabecular. VPF : vessel of primary 
filament. L VB : longitudinal vessel running along the base of outer lamina. ICV : inter laminar con 
necting vessel. ABV : afferent branchial vessel. Bars in A. C and D= 1 mm. bar in B= 100μm. 



アコヤガイの偲構造

Fig.15. Corrosion cast o[ main vess巴1of ctenidium in the pearl oyster. ABV: a[[erent branchial vessel， 
EBV : ef[erent branchial vessel， ICV : inter laminar connecting vessel， L VBO : longitudinal vessel 
running along the base of outer lamina， L VBI : longitudinal vessel running along the base of inter 
lamina， BVR: vessel of adductor. Bars= 1 mm 
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Fig.18.corrOslon cast oI VEssels of prImal-y filarIIEIlt and ordlIIaI y filament in the pearl oyster ABV . 
afferent branchial VESSEl，EBveffErent branchial VESSEl ，ICV:Intel-iaIIHIlar connectl rl g vEssel， 
LVB longitudinal VEssel rLInrling along the baseof O11tEr laI111Ila，VFG:VEssel of food grove，VPF 
vessel of primary filament， VOF' : vessel of ordinary filament. Bars= 1 mm 
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Fig.22. Cross section of lamina in the pearl oyster. MC : mucous cel!， OF: ordinary filament， VOF: vessel 
of ordinary filament， PF : primary filament， VPF : v巴sselof primary filament. Bars=lOO μm. A= 
PAS staining， B=AB pH2.5 -PAS staining， C=AB pH2.5 staining， D=AB pHl.O staining 
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点l.CL

Fig.23. Cross section of primary filament in the pearl oyst巴r.MC : mucous cel!， FCL : frontal cilia， LCL 
lateral cilia， VPF : vessel of primary filament. Bars = 100μm. A=Azan staining， B=PAS staining， 
C=AB pH2.5 staining， D=AB pHl.O staining 
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